
令和３年度
学校の教育目標を踏まえた学力向上の重点目標 学力向上検討委員会構成

○基礎基本の定着とそれを活用する力の育成 学力向上推進員 委員 校長

○自他の意見を尊重し，主体的に学習に向かうことができる授業の実践 古田玲子（教諭） 校長：前田和成 教頭：瀬野俊恵 前田 和成 印
教務主任：濱田江利子 研修主任：森本千寿子

【各校の取組状況の把握について】
◎次の（１）～（３）をバランスよく取り組み，学力の向上を推進

管理職による授業参観や教員からの報告等，様々な機会を捉え，取組状況の把握を行う。
（１）知識・技能の習得

児童生徒の状況（○よさ・●課題） 具体的目標（目指す子供の姿） 具体的方策（教員の取組） 中間期の見直し 達成状況（評価） 次年度における改善事項

○基本的な計算や漢字の読み書きに ・単元テストで８０％以上の平均正答率 ・実物や ICT を活用することにより視覚的
ついては，ある程度の定着が見られ を達成できる。 支援を促し，課題把握や解決に向けてイ
る。 メージをもちやすくさせる。

●人の話をしっかりと「聞く」ことができ ・相手を見て，最後まで話をしっかりと ・朝会やスピーチの内容を振り返ることによ
ていない児童がいる。 「聞く」ことができる。 り聞く意識を高めさせる。

（２）思考力・判断力・表現力等の育成

児童生徒の状況（○よさ・●課題） 具体的目標（目指す子供の姿） 具体的方策（教員の取組） 中間期の見直し 達成状況（評価） 次年度における改善事項

○自分の考えや思いを表現できる児童 ・様々な場面で，自分の思いや考えを ・メモ・付箋・ボードなどを使い，思いついた
が増えてきた。 「書く」ことができる。 ことを，気軽に書き留めることができるよう

にさせる。
●文章の読解力や知識・技能の活用力 ・本や新聞に興味をもち，親しむことで， ・新聞を活用したクイズや漢字探し・記事比
に課題がある。 読解力や表現力を身につける。 べなどを行い，記事を読む習慣を身につ

けさせていく。

（３）主体的に学習に取り組む態度の育成

児童生徒の状況（○よさ・●課題） 具体的目標（目指す子供の姿） 具体的方策（教員の取組） 中間期の見直し 達成状況（評価） 次年度における改善事項

○自分の課題・興味に即した自主勉強 ・学習を振り返ることで，「できた」「分か ・毎時間の振り返りと単元終わりの振り返り
をすることができている。 った」を実感し，自己肯定感を高める。 方を区別したり，振り返る観点を示したり

する。
●教師の指示を待つ傾向があり，主体 ・生活経験や既習の学習を生かし，意欲
的に学習に取り組めていないことが 的に課題に取り組むことができる。 ・一人一人の「考える」時間をしっかり確保
多い。 できるように，答えが出せている子に対し

ては，別の方法で考えさせたり，別の課題
の準備をしたりしておく。

令和３年度 学力向上ロードマップ
４月 ５月 ６月 ７月 ８月

３月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月

立江小学校

「学力向上実行プラン」

次
年
度
の
取
組
に
向
け
た
情
報
整
理
・
素
案
の
作
成

前
年
度
の
実
績
を
踏
ま
え
た
新
体
制
で
の
プ
ラ
ン
作
成

次
年
度
に
向
け
た
情
報
整
理
・
素
案
の
作
成

学
力
向
上

検
討
委
員
会

研
究
テ
ー
マ
に

沿
っ
た
取
組

★学力向上実行プラン作成
・校内で共通理解
・ＰＴＡ総会で周知
・学校ＨＰに掲載

各研究部会研修

発問・板書・ノート
指導

学習形態の工夫

校
内
研
修

推進員
研修会

授
業
研
究
会

校
内
研
修

学
校
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施

児
童
学
習
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
結
果
の
分
析
・
取
組
の
検
証

プ
ラ
ン
の
見
直
し

授
業
改
善
の
立
案

確認プリント等を活用した複数回のＰＤＣＡサイクルの実践

授業づくり
研修会

校
内
研
修

授
業
研
究
会

取
組
の
検
証

分
析
・
検
証
結
果
と
し
て
プ
ラ
ン
の
公
表

学
校
評
価
の
デ
ー
タ
等
に
よ
る
取
組
の
検
証

学
校
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
②

授
業
研
究
会

校
内
研
修

学
校
評
議
委
員
会
へ
報
告

児
童
学
習
ア
ン
ケ
ー
ト
②

学
校
評
議
委
員
会
へ
報
告

授
業
研
究
会

授
業
研
究
会

全国調査５／２７実施

ステップアップテスト５／２７実施


